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発言者 主な発言内容 

事務局 定刻が参りましたので第３回大麻町未来づくり会議を開催いたしま

す。開会にあたりまして小田切座長よりご挨拶をお願いします。 

座長  みなさん、こんばんは。座長の小田切でございます。前回会議を昨年

10月に開催し、ワークショップを通じてアイデア出しや意見交換を行い

ました。その結果を事務局にて取り纏めたうえで、グランドデザインの

素案を作成してくれました。本日は、このグランデザイン素案の内容や

方向性について議論したいと思います。 

また、前回の会議で、市街化調整区域や地域のまちづくり関係の質問

が出ていたことから、鳴門市まちづくり課からの説明の時間も設けてい

ますのでよろしくお願いします。 

事務局 ありがとうございます。 

本日１５名の委員のうち、１４名の委員が現時点で出席されておりま

す。甲斐 洋子様については事前に欠席の連絡を受けておりますので報告

いたします。 

それでは本会議の座長につきましては、大麻町未来づくり会議設置要

綱第５条の規定により「会議については座長が進行する」としておりま

すので、小田切座長に進行をお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

座長 

 

それでは次第に沿って議事に入ります。 

まず、（１）グランドデザイン（素案）について、事務局より概要説明

をお願いします。 

事務局  資料①により今後のスケジュール、資料②によりグランドデザイン素

案について「目指すまちづくり」「短中期プロジェクトの概要」「まちづ

くりの新しいカタチの検討」「今後の検討の流れ（ロードマップ）」「参考

資料としてワークショップでの主な意見の位置づけ」について説明。 

資料③により「はじまりを醸す 大麻町」と題して、「生活利便性の確

保」、「産業振興」、「地域コミュニティの活性化」、「観光振興」の観点か

ら新たな価値や人の流れ、地域内の経済循環、担い手の創出など好循環

を生み出し、20年後においても住んでいて幸福に感じる地域を目指す概

念を説明。 

座長 ありがとうございました。今後は、地元説明会を実施して、地元の方
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のご意見を反映させていくということで、本日の会議では、グランドデ

ザインの方向性の確認や質問・ご意見を確認したいと思います。 

委員 スーパーの誘致ではなくトレーラーハウスの提案がありましたが、他

の町で実施しているのでしょうか。 

事務局 トレーラーハウスを活用した飲食店は、観光地で増えている状況です

が、小売店の実例は無いと思います。 

委員  池谷駅の整備をお願いしたいです。池谷駅は、鳴門線の分岐となる駅

で、時間待ちをする駅であるので、カフェの誘致や鳴門市の観光情報の

発信する大型ディスプレイの設置を検討してもらえませんか。 

事務局  ＪＲ四国等との協議を通じ、板東駅の駅舎のあり方について検討して

まいりますが、今後、池谷駅のあり方についても検討してまいります。 

委員 産業振興について、大麻地区は、市街化調整区域が特に多い地区で、

大きな店舗が建ちにくいと思っています。これからは行政と民間企業が

協力し、店舗誘致していく姿勢が必要だと思います。国道 11 号線や 55

号線沿いは、市街化調整区域で農地だったが、沿道サービス施設として

誘致しています。全国出店を希望する企業の情報を持つ企業と鳴門市が

連携し、大麻地区に誘致や情報発信をしてほしいです。 

また、観光についてですが、鳴門西パーキングエリアから一般道に降

りたいという声をよく聞きますので、鳴門西パーキングエリアを拠点活

用できませんか。 

そして、大麻地区は、大麻比古神社や霊山寺といった歴史的な施設や

福祉施設が多いと思います。特に、高齢者向けの施設を有するエリアな

ので、長寿社会においては、高齢者の方の居住の誘致をしてもよいので

はないでしょうか。 

事務局 今回の事業案は、小さな取り組みから始め、地域の人を巻き込んでい

くような取り組みを中心にしています。いただいたご意見は、今後の参

考とさせていただきます。 

委員  バイパスが無い時代は、旧撫養街道がメインストリートのイメージが

強いが、現在では昼間の交通量が少なく、残念に思っています。たとえ

ばサイクリングロードとして、カフェなどの店舗を点在させることによ

り、かつてのように賑わう道路にできないでしょうか。 

事務局 古きよきもの、今あるものをしっかり活用していきたいと思います。 

委員 47ページの７番、８番にトレーラーハウスという記載があり、新しい

場所を作るイメージがありました。地域とのコミュニティを大切にして

いく、人と人とのつながりを大切にしていく近道として、今あるものを
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磨き上げるのはどうでしょうか。例えば、気になるけど行ったことが無

いような場所を活用してはどうでしょうか。また、車社会なので駐車場

が広いところや週替わりでのイベント開催などにより、新しく人が集ま

る場所が生まれるのではないでしょうか。 

また、例えば旧撫養街道沿いのどこかに駐車場を設け、点在する空き

家を活用して歩いて廻れるような魅力あるものを作るというのはどうで

しょうか。 

事務局  トレーラーハウスは、中身を変えることが可能ですし、現時点で場所

についても定まってはいませんので、効果の高い立地を検討していきた

いと思います。 

委員 主に高速バスやＪＲ来られた方の観光案内を行っていますが、「どこか

面白いところはないですか？」と尋ねられます。今回のグランドデザイ

ンを見たところ、いろんな要素が含まれていると感じました。トレーラ

ーハウスといったエンタメ性のあるものがあると、観光客のニーズに応

えられる幅が広がると思います。 

観光案内を行う際に、各施設のパンフレットをバラバラ渡しています

が、このグランドデザイン１枚で各施設の案内が網羅できるデザインに

なっていると思う。 

 交通について、鳴門市の中心地から大麻町までの交通手段考えるにあ

たり、デマンド交通とはどんなものでしょうか。 

事務局 現在、幹線沿いに路線バスを運行しており、並行してＪＲ線もありま

す。しかし、自宅からバス停までが遠い、目的地までの便数が少ないと

いった声をよくいただいています。 

そこで、自宅から目的地までや自宅から交通機関の乗降ポイントまで

移動できる新たな交通モードを検討してまいります。 

オブザーバー トレーラーハウスについて補足します。商材は自由に変更でき、例え

ば無人スーパーとした場合には自動的にマーティングができるので、地

域の売れ筋を分析でき、販売者、顧客、地元の方それぞれに刺さる商品

展開が可能になります。場所を変えながらマーケティングを行い、その

結果を民間企業に展開して、民間投資を促すことに繋がります。トレー

ラーハウスは内装を変えたら、他の利用もできることから潰しがききや

すいメリットがあります。今後の検討の参考にしていただければ。 

委員 トレーラーハウスの説明の中で無人スーパーとありましたが、どなた

かがいて、例えば観光客に地域の良さをアピールしたりできないのでし

ょうか。地元の方の就労支援にもなるとも思います。他にも、地元の野
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菜を販売することで、地場産品のアピールの場を創出することにつなが

るのではないでしょうか。 

事務局 無人というのは一つの例として挙げております。皆さんや地域説明会

でのご意見等も踏まえつつ考えていきます。 

オブザーバー 市場に出回らない野菜が売っている、規格外商品を販売するなど店員

が販売を通じて地域の良さをお話しできるといったアイデアも良いです

ね。 

委員 大麻町の強みとして、国際交流があることがあげられるが、このグラ

ンドデザインに国際色を取り入れたものはありますでしょうか。 

子どもたちに外国人と交流し、触れ合うきっかけを作る案をグランド

デザインに取り入れてほしいです。 

事務局 マルシェ等では、国際交流のイベントなども考えていきたいと思いま

す。 

委員 地域おこし協力隊について、外国の方に来てもらうのはどうでしょう

か。 

事務局 地域おこし協力隊によるプロモーションの強化といった提案をいただ

いています。情報を届けるターゲットと合わせて検討していきたいと考

えています。 

委員 グランドデザインの各事業の優先順位は誰が決めたのでしょうか。 

事務局 事務局で、実現の可能性等を踏まえて素案として選定しています。今

回いただいたご意見等も反映していきます。 

委員 さきほど池谷駅について意見が出たが、板東駅も池谷駅も、駅舎につ

いてはＪＲ四国だけに任せるのではなく、市もある程度予算化するなど

して、検討した方がいいと思います。 

事務局 ＪＲ四国等との協議を通じ、鳴門市での予算化も含めて検討します。 

委員 人口減少している中で、将来の人口減少をどのくらいに抑えたいとい

った目標はありますか。 

事務局 鳴門市総合戦略の中に人口ビジョンがあり、その中で国の推計よりも

減少スピードを緩やかにしたい数値目標を定めています。 

委員 「はじまりを醸す 大麻町」の資料を見て、こんなまちになったらいい

なと感じました。先日、堀江地区で６年ぶりにジングルベルマラソンを

開催しましたが、近隣の県からも集まっていただき、大変賑わい、ＳＮ

Ｓでも取り上げられました。季節のイベント開催を行い、定着化させた

いです。 

事務局 貴重なご意見ありがとうございます。今後の参考にさせていただきま
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す。 

委員 今後の検討の流れについて、大麻町マルシェやトレーラーハウスは社

会実験となっていますが、どのようなことをして、いつまでに本格実施

する見立てでしょうか。 

事務局 今回提案した事業は、現時点で素案の段階であり実施に向けては地域

の説明会や議会等で承認いただく必要がありますので、今の時点で具体

的な時期はお答えしにくいですが、皆様のご意見を踏まえ、より具体化

を検討していきたい。 

また、社会実験は良い結果も悪い結果も出ることもありますので、臨

機応変に対応しながら進めていきたいと考えています。 

委員 ＤＡＯ（ダオ）について、詳しく説明してほしいです。 

事務局 ＤＡＯについて先進事例を交えながら説明。 

委員 大麻町は農業の地域でもありますので、景観を守ることも大切だと思

います。耕作放棄地の活用というよりも耕作放棄地にならないようなこ

とが大切だと思います。大麻町のレンコンは関西市場で高評価を得てい

ますので、トレーラーハウスを活用して農家の所得向上につながるよう

な取り組みを検討してほしいです。 

事務局 具体的なオペレーションについても、委員の皆様のご意見をいただき

たいと思っています。貴重なご意見ありがとうございます。 

委員 これまでの会議の中で、大麻町の抱えている問題点を洗い出し、その

中で買い物に困っているという意見が出ていたと思います。今回提案の

あったトレーラーハウスは、実際にこの町で買い物に困っている人が欲

しいものとは違うような気がします。地域の物が売っていたり、おしゃ

れなパンがあったりすると観光地的な要素として、町外の方の呼び込み

につながって良いことだとは思います。ターゲットや無人・有人販売な

のか等、今後詰めていくと思いますが、地元のお年寄りの方が日常的に

買い物をすることを考えると無人販売やキャッシュレス決済の方式で

は、使いにくいと思います。 

トレーラーハウスの集客ターゲットとして、町内の方を呼びたいのか、

あるいは大麻町の魅力を発信したいのか等、方向性を決めていく必要が

あると思います。 

事務局 皆様のご意見を踏まえ、また、社会実験を通じて、ターゲット設定を

見極めていきたいと思います。 

委員 個人的なことですが、以前、海外の留学生の受け入れを２カ月ほどし

ました。その際に、夏の稲穂や街並み、風景に感動してもらいました。
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また、日々の不便すらも楽しんでもらいました。 

普段あるものでも観光資源となりうるので、今あるものの活用を検討

してもらえないでしょうか。 

事務局 アンケートでも、大麻町の自然や住環境といった部分を評価する方が

多い傾向にありますので、大規模開発というよりも今あるものの活用や

地域の人と一緒にできるプランをご提案させていただいております。 

委員 ＤＡＯを初めて知りましたが、昔の板東商店街が廃れてしまっていま

すが、ＤＡＯを通じて商店街の活性化できないでしょうか。 

事務局 今回、空き家の活用をご提案していますので、商店街の活用も検討の

一つになると思います。ＤＡＯは空き家を改修する事業だけではなく、

参画する人が様々な事業プランを出し合い、主体的に実施していくもの

なので、空き家の改修以外にも、道路整備に関する事業を行っている例

もあります。地域をより良くするために皆で話し合って、取り組みを決

めていくものですので、色々な選択肢が今後出てくるものと考えていま

す。 

委員 短期で実現可能な事業については、資金調達や官民の情熱が必要だと

考えます。行政と地域が盛り上がることが大切です。今回、良いプラン

ニングができたと考えていますので、地域の人たちに目に見えて、成果

を感じられるように行政には、働きかけていただき、民間投資の誘発に

してほしいです。 

事務局 グランドデザインにつきましては、地域の方のお声をいただきながら

修正を加え、再度、会議にフィードバックします。また、事業化につき

ましても、社会実験繰り返しながら、しっかり結果を残せるよう努めて

まいります。 

委員 了承 

座長 それでは、各位の了承が得られましたので、次の議事（都市計画制度

について）の説明を事務局からお願いします。 

事務局 次第（２）都市計画制度について、説明 

座長 ありがとうございました。何か質問はありますか。 

委員 市街化区域の制度上、鳴門市は藍住町や北島町との違いはありますか。 

事務局 藍住町は、市街化区域と市街化調整区域の線引きを行っていないとい

う違いがあります。北島町は、鳴門市と同じく、市街化区域と市街化調

整区域に分けていますが、鳴門市ほど市街化調整区域は広くないです。 

座長 ありがとうございました。市街化調整区域の規制も踏まえながら、グ

ランドデザインを実現していくことが必要ということでした。 
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本日の議題は、以上です。事務局にお返しします。 

事務局 本日の会議録につきましては、後日、メールにて展開をさせていただ

きます。第４回目の会議につきましては、資料①スケジュールのとおり、

７月頃を目途に開催を検討しておりますが、その前段で地域説明会を開

催したいと考えています。その中で、いただいた意見をグランドデザイ

ンに反映していきたいと思います。地域説明会の開催時期や場所等につ

きましては、改めてご案内いたします。 

以上をもちまして、第３回大麻町未来づくり会議を終了します。 

ありがとうございました。 

 


